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東京海洋大学「舶用工業講義」の一環として工場見学を実施 

 

当会は、平成 20 年度より東京海洋大学・海洋工学部において実施している舶用工業講義

「舶用工業実務論」の一環として、㈱日立ニコトランスミッションの協力の下、学生・教

員 19名の参加を得て、2月 21 日に同社 大宮事業所の工場見学を実施した。 

同講義の工場見学は、平成 25年度より実施しており、今回で 8回目となる。新型コロナ

ウイルス感染症拡大の影響を受け、2019 年度、2020 年度は中止し、2021 年度はオンライン

にて実施したため、4年ぶりの実地見学となった。 

当日は、冒頭に同社 取締役 兼 営業本部長 横山 剛彦氏による挨拶があり、続けて同社 

営業本部 舶用営業部長 宮田 直樹氏による会社および製品の紹介の後、質疑応答を実施。

その後、大型歯車などの部品加工を行う機械工場、主力製品である大型減速機などの組立・

検査を行う組立工場を見学し、最後に全体の質疑応答を行った。 

本見学では、普段見る機会のない舶用機器の製造工程に対して多数の質問が挙がるなど、

参加学生の熱心な様子がうかがえた。 

 

記 

 

日 時：令和 5年 2月 21 日（火）14：00～16：00 

参加者：東京海洋大学 海洋工学部 学生・教員 19名 

見学先：㈱日立ニコトランスミッション 大宮事業所 

 

 

集合写真 

 

以上 


